
九州・沖縄の
生物多様性
保全への取組

　

九
州
・
沖
縄
の
国
有
林
野
は
、
原
生
的
な
天
然

林
か
ら
人
工
林
、
高
山
帯
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
の

生
態
系
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
生
態

系
は
、
様
々
な
生
物
が
生
息
・
生
育
す
る
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
保
全

を
図
る
上
で
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
原
生
的
な
森
林
生
態

系
や
希
少
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
地
、
更
に
は

遺
伝
資
源
の
適
切
な
保
護
・
保
全
に
努
め
る
と
と

も
に
、
森
林
生
態
系
へ
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

る
シ
カ
の
被
害
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲屋久島森林生態系保護地域内の縄文杉

▲シカが背伸びして
葉を食べている様子

▲西表島森林生態系保護地域内の
　マングローブ林

▲西表島森林生態系保護地域内の
　サキシマスオウノキ

◀ゴイシツバメシジミ食草の
　シシンランの自然復帰状況

▼ＧＰＳ首輪を装着したシカ

国有林野 事業の取組

九州森林管理局
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森林環境シンポジウム（大分県佐伯市）

「
保
護
林
」や「
緑
の
回
廊
」の

設
定
に
よ
る
生
物
多
様
性
の
保
全

　

国
有
林
で
は
、
原
生
的
な
森
林
生

態
系
や
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
・
生

育
し
て
い
る
森
林
を「
保
護
林
」と
し

て
設
定
し
、
原
則
伐
採
を
行
わ
な

い
な
ど
厳
格
な
保
護
管
理
を
行
っ
て

お
り
、
九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
九

州
・
沖
縄
各
県
合
わ
せ
て
９
５
箇

所
、
５
４
，
５
２
０
ｈ
ａ
の
保
護
林

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
の
代
表
的
な
保
護
林
と
し

て
は
、
約
１
５
，
０
０
０
ｈ
ａ
に

及
ぶ「
屋
久
島
森
林
生
態
系
保
護
地

域
」が
あ
り
、
こ
こ
で
は
亜
熱
帯
か

ら
亜
高
山
帯
ま
で
の
植
生
が
見
ら

れ
る
ほ
か
、
樹
齢
数
千
年
の
ヤ
ク
ス

ギ
林
が
生
育
し
て
お
り
、
そ
の
大
部

分
が
我
が
国
で
初
め
て
登
録
さ
れ

た
世
界
自
然
遺
産
地
域
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
西
表
島
森
林
生
態

系
保
護
地
域
」に
は
、
日
本
最
大
規

模
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
や
、
ス
ダ
ジ

イ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
等
か
ら
な
る
原
生
的
な
亜
熱

帯
林
等
が
生
い
茂
り
、
イ
リ
オ
モ
テ

ヤ
マ
ネ
コ
を
は
じ
め
多
く
の
固
有
種

や
希
少
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま

す
。
な
お
、「
琉
球
諸
島
」（
奄
美
地

方
を
含
む
）は
、
林
野
庁
が
環
境
省

と
と
も
に
開
催
し
た
検
討
会
に
お
い

て
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
選
定

さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
世
界
自
然
遺
産
推
薦
に

向
け
た
検
討
・
対
策
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
野
生
動
植
物
の
生
息
・
生

育
地
を
結
ぶ
移
動
経
路
を
確
保
す
る

た
め
、
保
護
林
と
保
護
林
の
間
を
結

ぶ「
緑
の
回
廊
」を
２
箇
所
で
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
大
隅
半
島
緑
の
回

廊
」は
、
鹿
児
島
県
大
隅
半
島
の
３

つ
の
保
護
林
を
結
ぶ
、
幅
約
５
０
０

ｍ
、
長
さ
約
２
２
k
m
の
森
林
帯
で
、

タ
ブ
ノ
キ
、
イ
ス
ノ
キ
、
ア
カ
ガ
シ

な
ど
の
照
葉
樹
林
帯
を
代
表
す
る
自

然
植
生
が
見
ら
れ
、
そ
の
他
の
植
物

相
も
豊
か
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の「
綾
川
上
流
緑
の
回

廊
」は
、
日
本
最
大
規
模
の
照
葉
樹

林
が
残
る
宮
崎
県
綾
町
内
の
３
つ
の

保
護
林
を
河
川
部
及
び
稜
線
部
に

沿
っ
て
結
ぶ
幅
約
４
０
０
ｍ
、
長
さ

５
k
m
の
森
林
帯
で
、
シ
イ
・
カ
シ

類
の
照
葉
樹
を
主
体
と
し
た
様
々
な

自
然
植
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
全
て
の

「
保
護
林
」及
び「
緑
の
回
廊
」を
対
象

に
、
林
分
状
況
等
を
客
観
的
に
把
握

し
、
状
況
に
応
じ
た
順
応
的
管
理
等

を
行
う
た
め
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
行
い
、
調
査
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
結
果
を
、
植
生
の
保
全
・

管
理
や
区
域
の
見
直
し
等
に
活
用
し

て
い
ま
す
。

希
少
な
野
生
動
植
物
の
保
護
管
理

　

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植

物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
う

ち
、
11
種
の
保
護
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
内
容
は
、
①
職

員
や
森
林
管
理
局
長
が
任
命
し
た
自

然
保
護
管
理
員
に
よ
る
巡
視
、
②
生

息
状
況
・
生
息
環
境
の
調
査
、
③
保

護
管
理
対
策
の
検
討
、
④
生
息
・
採

餌
環
境
の
保
全
や
整
備
、
⑤
観
察
会

等
の
実
施
を
通
じ
た
普
及
啓
発
等
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

長
崎
森
林
管
理
署
で
は「
ツ
シ
マ
ヤ
マ

ネ
コ
」、
熊
本
森
林
管
理
署
と
熊
本

南
部
森
林
管
理
署
で
は「
ゴ
イ
シ
ツ

バ
メ
シ
ジ
ミ
」、
鹿
児
島
森
林
管
理

署
で
は「
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
、
オ
ー
ス

ト
ン
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
、
ア
マ
ミ
ヤ
マ

シ
ギ
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
」、
沖

縄
森
林
管
理
署
で
は「
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
、

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
ヤ
ン
バ
ル
テ
ナ

ガ
コ
ガ
ネ
、
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
、

カ
ン
ム
リ
ワ
シ
」に
つ
い
て
、
保
護
管

理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
被
害
対
策

　

近
年
、
シ
カ
に
よ
る
森
林
・
林
業

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
が
、
九

州
森
林
管
理
局
管
内
に
お
い
て
も
、

シ
カ
の
生
息
数
や
生
息
区
域
が
著
し

く
増
加
・
拡
大
し
、
深
刻
な
農
林
業

被
害
の
発
生
に
加
え
、
多
く
の
植
物

が
食
害
に
よ
り
減
少
・
消
失
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
植
物
を
餌

や
棲
み
家
と
す
る
昆
虫
や
動
物
が
生

息
で
き
な
く
な
る
な
ど
森
林
の
生
物

多
様
性
の
大
き
な
劣
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
関
係
機

関
と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
根
本
的

な
対
応
策
で
あ
る
シ
カ
の
個
体
数
調

整
方
策
を
含
む
総
合
的
な
被
害
対
策

の
構
築
に
向
け
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
シ
カ
被
害
の
著
し
い
地

域
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
被
害
情

報
・
生
息
状
況
等
を
基
に
、
よ
り
詳

細
な
シ
カ
の
生
息
・
分
布
状
況
の
把

握
、
個
体
数
調
整
方
策
の
検
討
、
早

急
に
保
全
す
べ
き
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類

の
ツ
ク
シ
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の

生
育
地
の
保
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
シ
カ
の
効
果
的
・
効
率

的
な
捕
獲
技
術
の
開
発
に
向
け
て
、

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
シ

カ
の
生
息
状
況
や
行
動
パ
タ
ー
ン

等
を
把
握
し
つ
つ
、
く
く
り
罠
、
箱

罠
、
捕
獲
柵
、
誘
導
柵
等
を
用
い
た

捕
獲
方
法
の
実
証
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

次
に
、
国
有
林
職
員
が
自
ら
年
間

を
通
じ
て
シ
カ
の
捕
獲
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
２
４
年

１
月
に
は
、
第
２
回
シ
カ
捕
獲
業
務

検
討
会
を
開
催
し
、
職
員
の
捕
獲
技

術
の
共
有
を
図
る
な
ど
捕
獲
効
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
増
え
す
ぎ
た
シ
カ
に
よ
る

影
響
や
危
機
的
状
況
等
に
つ
い
て
、

地
域
で
の
情
報
交
換
・
共
有
化
を
進

め
る
た
め
、
一
般
市
民
の
方
々
に
も
多

数
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら「
森
林
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
、
積
極
的

な
情
報
発
信
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

九
州
森
林
管
理
局
で
は
こ
れ
ら
の

様
々
な
取
組
の
ほ
か
に
も
、
森
林
・

林
業
に
関
す
る
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
生
物
多
様
性

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
付
を

行
う
な
ど
、
普
及
啓
発
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
地
域
や

関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

生
物
多
様
性
の
保
全
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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